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９兆４１０億円 

オートモティブ 
システム 

金融サービス 

高機能材料 

建設機械 

情報・通信システム 

電力システム 

デジタル 
メディア・ 
民生機器 

電子装置・ 
システム 

その他 

１-１. 社会・産業システムセグメントの位置付け 

3 

日立製作所 連結売上高（２０１２年度） 

社会・産業基盤を支えるシステムをトータルに提供 

都市開発 
システム事業 

交通 
システム事業 

インフラシステム事業 

社会・産業システム 
１兆３,１３８億円 

インフラシステム 
グループ 
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１-２. インフラシステム事業の位置付け 

4 

社会・産業システムセグメントの 
中核としてのインフラ事業 

６,１７３億円 

７,８５５億円 
インフラシステム社、日立産機システム 

情報・電力・交通分野への 
システム・コンポーネント提供 

１,６８２億円 

＋ 

＝
 

社会・産業システムの中核として社会インフラ事業を牽引 

９兆４１０億円 

オートモティブ 
システム 

高機能材料 

建設機械 

情報・通信システム 

電力システム 

デジタル 
メディア・ 
民生機器 

電子装置・ 
システム 

その他 

日立製作所 連結売上高（２０１２年度） 
インフラシステム事業 金融サービス 

社会・産業システム 
１兆３,１３８億円 
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１-３. インフラシステム事業の構成 
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プラントシステム事業 インフラソリューション事業 

ソリューション・ 
サービス 

コンポーネント 

エンジニアリング 

設計・施工 

配電用変圧器 
大型コンポーネント 

圧縮機 

７,８５５億円 

２０１２年度 ３９％ ４２％ 

１９％ 

インクジェット 
プリンタ 

国内トップシェア 

エネルギーマネジメントシステム 
水環境システム 
スマートモビリティ 

社会インフラのトータルソリューションをグローバルに展開 

化学・医薬 Ｏｉｌ＆Ｇａｓ 
鉄鋼電機 空調 

コンポーネント事業 

モーター 

監視制御システム 

情報システム 運営・サービス 

コントローラー インバーター 
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２-１. 市場動向 
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(兆ドル） 
世界のインフラ投資予測 

事業機会 伸び率 
（2000年→2020年） 

先進国 インフラ再構築・効率化への投資の増加 １.６倍 

新興国ほか 
資源、水、電力、交通などの社会・産業インフラへの 
投資の増加 ４.０倍 

０ 
2000年 2010年 2020年 

新興国 
ほか 

先進国 

出典：GLOBAL INSIGHT 

高度インフラ 

・都市人口増加 
・電力・水不足 

・少子高齢化 
・インフラ老朽化 

１ 

２ 

３ 

社会インフラの高度化とプラント整備が同時進行 
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２-２. 競合環境 
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強み 取り組み 

サービス事業の拡大による
収益性向上 

コンポーネント、ＥＰＣ、情報・制御システム
までのトータルソリューション提供 

日立グループ各社との連携により
幅広いインフラ事業領域をカバー 

グローバルサプライチェーンの
強化による新興国への展開 

EPC : Engineering, Procurement and Construction（設計・調達・建設） 

営業利益率（％） 

％ 

１０ 
売
上
高
平
均
伸
び
率
（  

） 

１５ 
０ 

５ 

１０ ５ 

（2012） Ｄ社 

Ａ社 Ｂ社 

Ｃ社 
（2012） 

日立 

日立 

（2012） 

（2015） 

（2012） （2012） 

(社会・産業システム) 

○の大きさ：売上高 

* 日立は社会・産業システム
 セグメント、他社は類似の
 セグメントを切り出した数値 

* 「売上高平均伸び率」は  
 ２０１０年度～２０１２年度 
  までの３年間の平均値 

*（  ）：年度 

サービス事業の拡大とグローバル展開の加速により成長を実現 
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３-１. 業績総括（１） ２０１２年度業績 

10 

２０１０年度 
（実績） 

２０１１年度 
（実績） 

２０１２年度 
（実績） 

２０１２年度 
（昨年６月時点目標） 

売上高 ７,１５５億円 ７,６９７億円 ７,８５５億円 ７,９００億円 

海外売上高比率 １７％ １９％ ２１％ ２３％ 

ＥＢＩＴ* 

（営業利益） 

１６８億円 
（１６０億円） 

３３４億円 
（３０７億円） 

３１１億円 
（２８６億円） 

３４５億円 
（３２７億円） 

ＥＢＩＴマージン 
（営業利益率） 

２.３％ 
（２.２％） 

４.３％ 
（４.０％） 

４.０％ 
（３.６％） 

４.４％ 
（４.１％） 

*EBIT : 受取利息および支払利息調整後税引前利益 

２０１２年度は国内電力設備投資の抑制や中国経済の一時的な減速などにより、 
海外売上高比率およびＥＢＩＴ（営業利益）率は目標を下回った 
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２０１２年度 ２０１１年度 ２０１３年度 

２０１０年９月 
中国／成都市興蓉集団と協業  

２０１２年１２月 
ブラジル／前川製作所と機器 
メンテナンス合弁会社設立 

２０１３年４月 
日立プラントテクノロジーを 
吸収合併 

２０１２年６月 
サウジアラビア／Saihati社買収、 
機器メンテナンス会社設立 

２０１１年６月 
サウジアラムコと圧縮機事業で 
事業包括契約締結 
 

２０１１年５月 
中国／大連東達集団と協業 

２０１３年４月 
都市ソリューション事業を 
インフラシステム社に移管 

２０１１年９月 
インド／Hi-Rel社と 
資本・業務提携 

２０１３年４月 
東京電力と海外送配電 
コンサル事業合弁会社設立 

２０１２年４月 
情報制御システム社と 
社会・産業システム社 
が統合   

２０１１年１２月～２０１２年５月 
シンガポール、ベトナム、タイ、インドネシア、 
インド、カタール／ＥＰＣ会社設立   

２０１３年１月 
インド／ダヘジ海水淡水化プロジェクト 
給水契約締結 

２０１２年１２月 
インド／パワーエレクトロニクス 
製品 新工場稼働 

水環境 
・エネルギー 

Ｏｉｌ＆Ｇａｓ 

海外拠点構築 
２０１３年上期 
サウジアラビア／ 
ＥＰＣ会社設立   

体制強化 

３-２. 業績総括（２） 成長に向けた基盤強化 

基
盤
強
化 

事
業
成
長 

11 
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経営基盤の強化 
（Hitachi Smart Transformation Project） 

グローバル 
サプライチェーンの強化 

サービス事業の拡大 

ソリューション力の強化 

４-１. 事業戦略 

13 

８００億円 

2012年度 2015年度 

４.２千人 ６.２千人 

2015年度 

４１０億円 コスト 

削減効果 
2011～2015年度累計 

成長のドライビング 
フォース 

成長の基盤確立 

顧客価値創出 

オペレーション改革 

２０１３～２０１５年度の投資規模（設備投資含む） 

海外人員 

2012年度 

２８％ ３５％超 

サービス売上高比率 

２１％ ３３％ 
海外売上高比率 

グローバル顧客の経営課題に応えるベスト・ソリューション・パートナー 

２０１５年度目標 

 売上高 １兆円  ＥＢＩＴ（営業利益）率 ７％超 
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４-２-１. 成長のドライビングフォース －顧客価値創出－ 

14 

サステナブルな社会の実現へ 

スマートグリッド スマートモビリティ 
スマートシティ 

インテリジェントウォーターシステム 

顧客課題に対応するソリューション力の強化と 
サービス事業の拡大で成長を牽引 

ソリューション力の強化 

・ 差別化技術を核にした 
成長市場への展開 

・・・ 省エネ 事業継続 生産性向上 ・・・ 

グローバル顧客課題への対応 

サービス事業の拡大 

・ クラウド型ライフサイクル 
サポート事業の強化 
 

 先行ノウハウ 
 エクスペリエンス 

IT 

Product Service 
・ トータルエンジニアリングによる 

「まるごと」ソリューション 

・ 実証技術の先行導入 

・ インフラ運営サービス事業 
の展開 
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４-２-２. 
ソリューション力の強化（１） 

実証技術の先行導入 

15 

都市開発エリア 

ビル 
工場 

ショッピングモール 

・ ピークカット・ピークシフト 
（ＦＥＭＳ、ＢＥＭＳ） 
 

・ 環境・ＢＣＰ対応 
（太陽光発電、蓄電池ソリューション） 

・ 不動産価値の向上 
（エリアＥＭＳ、ＥＶ充電インフラ） 

 

・ 多様なライフスタイルへの対応 
（節電ナビ、ポイントサービス） 

・ テナント向け電力見える化 
 

・ ＥＳＣＯサービス 

・ 柏の葉（エリアＥＭＳ） 

・ 社内（ＦＥＭＳ、ＢＥＭＳ） 

・ ハワイ 
（島しょ域スマートグリット） 

提供：三井不動産株式会社 

顧客の省エネニーズに応える熱・電エネルギーマネジメントソリューションを提供 

先行・実証プロジェクト 

先
行
技
術
・ノ
ウ
ハ
ウ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化 

FEMS : Factory Energy Management System BEMS : Building Energy Management System  
BCP : Business Continuity Plan ESCO : Energy Service Company  
EMS : Energy Management System EV : Electric Vehicle 
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化学・医薬分野のトータルソリューションを提供 

トータルエンジニアリング 成長市場 

４-２-３. 
ソリューション力の強化（２） 

差別化技術を核にした成長市場への展開 

16 

高機能プラスチック製造プラント 

ＩＴ 
プロセス技術 

・ 高粘度プラスチック製造技術 【化学プラント】 

・ 培養シミュレーション技術 【医薬プラント】 

・ 高機能材料、 
バイオプラスチック 

・ 抗体医薬品、ワクチン 

日本・アジアの成長市場に展開 

制御システム  

基本計画・設計 

建設  

製造管理システム 
「ＨＩＴＰＨＡＭＳ」 

ユーティリティ  周辺コンポーネント  
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 圧縮機 

４-２-４. 
ソリューション力の強化（３） 

トータルエンジニアリングによる「まるごと」ソリューション 

17 

 アモルファス変圧器 

生産システム 動力設備 

トータルエンジニアリング 

平成２４年度「省エネ大賞」受賞* 

*主催：一般財団法人省エネルギーセンター 

ユーティリティ 

工場・工業団地の安定稼働・省エネソリューションをワンストップで提供 

・ コンサルティング、設計支援 
・ グローバル調達 
・ プロジェクトマネジメント 
・ 維持管理サービス 

 高効率モーター 
 産業用インバーター 
 無停電電源装置 

監視･制御システム 

各種プロセス装置 

受変電設備 

空調・水処理システム 
風力・太陽光発電設備 

電動機ドライブシステム 

空気動力装置 

アジアベルト地帯を中心にグローバル展開加速 

工場・工業団地 
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４-２-５. サービス事業の拡大 

18 

2012年度 2015年度 

２８％ ３５％超 

サービス売上高比率 

インフラソリューション 
事業 

プラントシステム 
事業 

コンポーネント 
事業 

事業 
運営 

運転・ 
保守 

システム・ 
ＥＰＣ 

コンポーネント インバーター 

モーター 

圧縮機 

アモルファス変圧器 

サ
ー
ビ
ス
事
業 

系統監視システム 

運行管理システム 

水環境システム 

太陽光・風力ＰＣＳ 

空調システム 

産業プラント 

インフラ運営 

クラウド型ライフサイクルサポート＋運転・保守 

運転･保守から事業運営までのトータルサービスを提供 

PCS : Power Conditioning System 
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４-２-６. 
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サービス事業の拡大（１） 

クラウド型ライフサイクルサポート事業の強化 

現場 

オーナー／現場作業者 
稼働率の向上 

効率的なプラント・機器運用 

コンポーネント プラント 

顧客 

データ収集 

日立グループ 

「ＩＴ×プラントノウハウ」で顧客施設の稼働率向上・経営効率化を支援 

クレーン（２０１１年１２月～）、空気圧縮機（２０１３年４月～）向け遠隔監視・ 
診断サービス 

上下水処理施設（２０１１年４月～）向け包括維持管理サービス 

プラント・製品 
ノウハウ 
（製造・ＥＰＣ・保守） 

・遠隔監視 
・省エネ・故障予兆診断 
・予防保全 など 

ビッグデータ利活用 

高信頼クラウド 
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４-２-７. 
サービス事業の拡大（２） 

インフラ運営サービス事業の展開 

事業運営会社のノウハウを活用したビジネスモデルの構築 

BOO : Build, Own and Operate    OPEX : Operating Expense    

安定収益モデルの拡大 パートナーシップ 

ＢＯＯ 

プロフィットシェア型 

 水環境事業（欧州・北米などの先進国） 

IT×インフラ技術の導入 
・水資源最適運用シミュレータ 
・漏水検知・設備管理システム など 

回収（再投資） 

利益拡大 

ＯＰＥＸ低減 

Ｏ＆Ｍ参画 

 海水淡水化事業（インド・ダヘジ） 

水環境分野 
大型海水淡水化プロジェクトで 
実績を有する 
Hyflux社（シンガポール）と協業 

インド・ダヘジ海水淡水化プロジェクト 
給水契約締結（２０１３年１月） 

エネルギー分野 
送配電設備の計画・運用・保守に 
関するノウハウを有する東京電力 
と新会社設立（２０１３年４月） 

事
業
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ 
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４-３-１. 
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グローバルサプライチェーンの強化 

● 

ＥＰＣ・製造・サービス拠点（現地法人） 

販売拠点（営業所など） 

＊［ ］は海外人員比率 

２０１２年度 ２０１５年度 

２０１２年度 ２０１５年度 

２１％ ３３％ 

海外売上高比率 

米州 

欧州・ロシア 

インド 

中東 

*日立産機システムの販売拠点の地図記載は省略 

成長市場である 
アジアベルト地帯に 
拠点を展開 

成長市場での顧客密着型事業の展開 

ＥＰＣ拠点の活用、現地営業・フロントエンジニアリング体制の強化 

ビッグアカウントとの関係構築 

現地パートナーとの連携 

現地生産拠点を活用した新興国市場への展開 

0 

5 

10 
海外人員 （千人） 

４.２千人 

［１８％］ 

［２５％］ 

６.２千人 

東南アジア 

中国 
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日立グループ 

資源国ビッグアカウントへのインサイダー化によるＯｉｌ＆Ｇａｓソリューション事業の拡大 

サウジアラムコ 

４-３-２. 

22 

グローバルサプライチェーンの強化（１） 

ビッグアカウントとの関係構築 

他の資源国（ブラジル、ロシアほか）への水平展開 

サウジアラビア国営石油会社 

写真はイメージ 

石油・ガスの 
生産・精製 

石油化学品販売 

都市開発 など 

圧縮機の供給・サービスに関する 
事業包括契約締結（２０１１年６月） 

 

大型製油所向けユーティリティ設備 
ＥＰＣをトータル受注（２０１２年１２月） 

 

日立グループのＯｉｌ＆Ｇａｓ、インフラ
関連の製品・ソリューションを提案 
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４-３-３. 
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グローバルサプライチェーンの強化（２） 

現地生産拠点を活用した新興国市場への展開 

パワーエレクトロニクス製品のインド生産拡大とインドから成長市場への展開 

ＥＰＣ拠点を通じて産業プラント・Ｏｉｌ＆Ｇａｓ市場へ展開 

Ｈｉｔａｃｈｉ Ｈｉ-Ｒｅｌ Ｐｏｗｅｒ  
Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ Ｐｖｔ. Ｌｔｄ.（インド） 

高圧インバーター、無停電電源装置、 
太陽光発電ＰＣＳなどの製造・販売 

地域ニーズに合った現地Ｒ＆Ｄ 東南アジア アフリカ 

中東 

日本 インド 

コアモジュール輸出、技術供与 

地域ニーズにあった 
製品・ソリューションの提供 
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４-３-４. 
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経営基盤の強化（１） 

Ｈｉｔａｃｈｉ Ｓｍａｒｔ Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｐｒｏｊｅｃｔの推進 

WBS : Work Breakdown Structure 

＜効果＞２０１１年度～２０１５年度（累計）：４１０億円 

コスト構造改革を強力に推進 

２０１２ 

中期経営 

計画 

＜主要施策＞ 

製造・ＥＰＣ・サービス拠点設置によるグローバルサプライチェーンの構築 

海外調達・集約購買の拡大、調達エンジニアリングの強化 

経費削減、業務標準化・シェアード化の推進 

従来施策に加え、組織再編に伴うシナジー効果の創出を図る 

２０１５ 

中期経営 

計画 

＜主要施策＞ 

重複業務・リソースの集約・効率化 

グループ会社を含めた最適事業体制の構築 

モジュラーデザイン化による「製品改革」、標準ＷＢＳ適用による 
「プロセス改革」によるコスト低減 

ナショナルスタッフの育成、幹部登用による現地化の推進 
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４-３-５. 

25 

経営基盤の強化（２） 

キャッシュフローマネジメントの強化 

  

課題・強化内容 

営
業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー 

の
改
善 事業の高収益化・ 

グローバル化加速 

運転資金手持日数の改善 

投
資
効
率
の
改
善 

投資効率の向上 

投資の早期回収 

収益性向上施策 

サービス事業拡大による安定収益 

の確保とグローバル適地生産・ 

調達の拡大 

モジュラーデザイン化の推進に 

よるリードタイムの短縮 

投資の選択と集中 

日立キャピタルを活用した 

長期サービス事業の投資・回収 

効率の向上 
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１. 事業概要 

２. 市場環境 

３. 業績総括 

４. 事業戦略 

［目次］ 

インフラシステム事業戦略 

５. まとめ 
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５-1. 業績推移 
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プラントシステム事業 

*インフラシステム社の受注高・売上高・EBIT・営業利益の一部は、 
 情報・通信システム社、電力システム社、交通システム社に分割して含まれています。 

EBIT インフラソリューション事業 コンポーネント事業 EBITマージン 

22% 

2.3% 
（2.2%） 

売上高 
(億円) 

EBIT 
(億円) 

海外売上高比率 
19% 

17% 

7,155 
7,697 7,855 

2013年度 2012年度 2011年度 2015年度 2010年度 

21% 

8,400 

0 

500 

1,000 
10,000 

8,000 

6,000 

4,000 

2,000 

0 

～
 

～
 

～
 

～
 

～
 

～
 

～
 

～
 

～
 

4.3% 
（4.0%） 

4.0% 
（3.6%） 

3.7% 
（3.7%） 

7%超 
（7%超） 

311 313 

700超 

10,000 

受注高（億円） 8,099 7,909 8,590 

33% 

28% 
35%超 

サービス売上高比率 30% 

*下段（）：営業利益率 

～
 

～
 

～
 

334 

168 
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５-２. まとめ 

グローバル顧客の経営課題に応える 
ベスト・ソリューション・パートナー 

２０１５年度目標  
売上高 １兆円 (海外売上高比率 ３３％) 
ＥＢＩＴ（営業利益）率 ７％超 

グロスマージン １.７ポイント改善 （２０１２年度比） 

販売費及び一般管理費比率 
１.８ポイント改善 （２０１２年度比） 

28 
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将来の見通しに関するリスク情報 

本資料における当社の今後の計画、見通し、戦略等の将来予想に関する記述は、当社が現時点で合理的であると判断する一定の
前提に基づいており、実際の業績等の結果は見通しと大きく異なることがありえます。 
その要因のうち、主なものは以下の通りです。 
  
主要市場(特に日本、アジア、米国およびヨーロッパ)における経済状況および需要の急激な変動 
為替相場変動(特に円／ドル、円／ユーロ相場) 
資金調達環境 
株式相場変動 
持分法適用関連会社への投資に係る損失 
価格競争の激化(特にデジタルメディア・民生機器部門) 
新技術を用いた製品の開発、タイムリーな市場投入、低コスト生産を実現する当社および子会社の能力 
急速な技術革新 
長期契約におけるコストの変動および契約の解除 
原材料・部品の不足および価格の変動 
製品需給の変動 
製品需給、為替相場および原材料価格の変動並びに原材料・部品の不足に対応する当社および子会社の能力 
社会イノベーション事業強化に係る戦略 
事業構造改善施策の実施 
コスト構造改革施策の実施 
主要市場・事業拠点(特に日本、アジア、米国およびヨーロッパ)における社会状況および貿易規制等各種規制 
製品開発等における他社との提携関係 
自社特許の保護および他社特許の利用の確保 
当社、子会社または持分法適用関連会社に対する訴訟その他の法的手続 
製品やサービスに関する欠陥・瑕疵等 
地震、津波およびその他の自然災害等 
情報システムへの依存および機密情報の管理 
退職給付債務に係る見積り 
人材の確保 

29 
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